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1. はじめに 

残存型枠はコンクリート打設後の脱枠が不要であり施工の省力化が可能である．また、プレキャスト製品であることか

ら建設廃材を著しく減じ、環境負荷の低減も期待できる．本研究は、壁高欄の外側型枠にエキスパンドメタルで補強し

た残存型枠を用いた場合の衝撃荷重に対する挙動を把握することを目的として、衝撃荷重載荷試験を実施した． 

2. 実験概要 

試験体要領を図 1 および図 2 に示す．試験体は使用した型枠の異なる 2 体とし、木枠によって製作した BA 試験体

と、30mm の残存型枠を壁高欄厚に含む PCA 試験体とした．コンクリート設計基準強度（30N/mm2）および配筋要領は

両者で同一とした．ここで、PCA 試験体は幅 595mm の残存型枠を 4 枚（連結金具で相互を固定）使用した． 

 
図 1 BA 試験体                           図 2 PCA 試験体 

衝撃荷重載荷試験は写真 1 に示すように水平にした試験体の

3 辺を固定し、自由辺の近傍に 1.5t の重錘を落下させた． 

落下高さは既往の文献 1）を参考にし、試験体に与えるエネル

ギー量が 35.6kJ 程度となるよう 2.5m とした． 

3. 実験結果 

3.1 破壊状況 

 写真 2 および写真 3 に BA 試験体と PCA 試験体の試験後の破

壊状況を示す．これらより、通常の壁高欄である BA 試験体は押

し抜きせん断破壊した．一方、残存型枠を用いた壁高欄である

PCA 試験体は、残存型枠以外の RC 部分は押し抜きせん断破壊

となっているが、残存型枠があるため完全には押し抜かれず、残存型枠が衝撃荷重に抵抗したことが伺える．また、残

存型枠の目地は一部で損傷があるものの、その部分で大きく破壊することはなかった． 

 
写真 1 試験体設置状況 
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写真 2 BA 試験体破壊状況                写真 3 PCA 試験体破壊状況 

3.2 コンクリート片飛散量 

図 3 に衝撃荷重載荷後のコンクリート片の総飛散量お

よび飛散コンクリート片の最大質量を示す． 

同図より、PCA 試験体のコンクリート片飛散量は、総飛

散量および最大質量とも BA 試験体を大きく下回り、その

割合はそれぞれ 1/20、1/24 となった．これらより、残存型

枠を用いた壁高欄の飛散防止性能は通常の壁高欄と比

べて非常に優れることが明らかになった． 

3.3 鉄筋ひずみ 

 鉄筋に設置したひずみゲージ（S1 および S2；貼り付け

位置は図1、2 参照）の動ひずみ計測結果を図4 に示す． 

 同図より、PCA 試験体の鉄筋の動ひずみは BA 試験体

よりも低下した．これは残存型枠が衝撃荷重に抵抗したこ

とに起因するものと考える． 

4. 結論 

 衝撃荷重載荷試験の結果、残存型枠を用いた壁高欄

を模した PCA 試験体は、通常の壁高欄であるBA 試験体

と比較して、破壊性状、コンクリート片飛散量、鉄筋ひず

みに関して優れた耐衝撃性能を有することが確認でき

た． 
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図 3 コンクリート片飛散量 

 

 
図 4 鉄筋の動ひずみ 
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